
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年度 
10月５日発行 

 
 第６号 

1 年の折り返し  校長  澤 田 克 之 
 残暑もようやく終わり、北海道らしく過ごしやすい秋の季節となりました。4 月からあっとい

う間に半年が過ぎ、いよいよ 1 年間の折り返しを迎えます。振り返ると各種行事、中体連、猛

暑による学校閉鎖等、怒濤の勢いで今まで過ぎてきた感があります。その中で多くのことを学

び吸収し、成長した生徒の姿があることを何より嬉しく思っております。生徒会や部活動も新

体制に移行し、３年生はいよいよ進路の取組の時期に入ります。多くの変わり目となるこの時

期、生徒をしっかりサポートし、導いていきたいと思います。また、先日の学校祭に関わって

は、延期の日程になったにもかかわらず、生徒の活躍が随所に見られ、改めて本校の子どもた

ちのたくましさを感じました。また、ご家庭におかれましても、急な対応にご理解とご協力を

いただき、心より感謝申し上げます。 

 さて本日、１学期に実施しました前期学校評価の結果を後日別紙にてお知らせいたします。

学校においては、皆様からいただいたご意見をもとに、校内で成果や課題について共通理解を

図り、全校体制で後期の学校経営に生かしてきたいと考えております。教職員一人一人が当事

者意識をもち、子どもたちに質の高い教育を提供できるよう努めて参ります。今後ともどうぞ

よろしくお願いいたします。 

9月２１日木曜日に上富良野中学校 第７７回学校祭を開

催しました。今年度は 3 年ぶりに制限のない学校祭となる予

定でしたが、この日に延期となり、平日の開催となってしま

いました。練習や取組も一時中断となってしまいましたが、

生徒は練習再開から当日まで一生懸命取り組みました。各学

年ごとに工夫された出し物やクラスごとの力を結集した合

唱コンクール、吹奏楽部の演奏や芸能発表など生徒の頑張り

が随所に見られました。 

合唱コンクールは、どの学級も練習を積み重ねてきた成果

が発揮されました。クラスごとの力を結集した合唱は、中間

発表会からさらにレベルアップした合唱でした。 

1 年生は、ちぎり絵の展示です。各班でデザインを決め、

色紙をちぎり貼り合わせることで色の変化を表現しました。 

2 年生は、アトラクションです。来校した保護者の皆さん

を楽しませようと工夫された様々な企画を用意しました。 

3 年生は、ステージ発表です。一つの演劇の流れの中で、

グループごとに様々な発表を披露しました。ダンス・音楽・

実験・お笑い・パフォーマンス等で、学校祭のフィナーレを

飾りました。 

エンディングセレモニーでは、全学級から合唱最優秀賞と

して３年 A 組が選ばれ、最後に『僕のこと』がもう一度発表

されました。 

第７７回学校祭 

10月行事予定 
 ２日（月） 全校集会 認証式 常任委員会 

 ３日（火） 教育相談（～11日(水)） 

 ４日（水） 上教研南部地区教育研究大会(午前授業) 

 ５日（木） 富良野高校体験入学 

 ６日（金） 英語検定② 

 ９日（月） スポーツの日 

１０日（火） 生徒総会議案書審議 

１１日（水） お弁当の日 

１２日（木） 学力テスト総合Ｂ(３年)  

 職場体験学習(２年) 

１３日（金） 分掌･学年会議 

１４日（土） 部活動育成会廃品回収 

１６日（月） 常任委員会 

１７日（火） 旭川実業高校体験学習（２年）

英検ＩＢＡ(全学年) 

１９日（木） 職員会議（部活動なし） 

２０日（金） 後期生徒総会 

参観日・オープンスクール 

２６日（木） ３年２学期末テスト① 

２７日（金） ３年２学期末テスト② 

３１日（火） 避難訓練 

■国 語■～全国平均正答率をやや下回る 

語句の理解や使い方などは定着しています。文章の内容を理解し説明したり、文章同士の関連づけ

や比較・対照する問題の正答率が低い結果です。 

■数 学■～全国平均正答率を下回る 

問題文の理解を求められる問題はは低い結果となっています。また記述問題等、自分の考えを説明

する問題の正答率が低い結果です。 

■英 語■～全国平均正答率をやや下回る 

英文の内容を捉えたり、聞き取ったりする力は身に付いています。事実や自分の考えなどを整理し

て文章にまとめる問題の正答率が低い結果です。 

■生活習慣や学習環境に関する質問調査■ 

・生徒の自己肯定感は昨年に比べて上がってきており、｢人の役に立ちたい｣「いじめはどんな理由があ

っても許されない」など、しっかりとした考えが育っています。 

・｢先生は良いところをほめてくれる｣｢わかるまで教えてくれる｣｢学校に行くのは楽しい｣｢友人関係に

満足してるなど｣の項目が全国に比べても高く、学校生活に満足していることがわかります。 

・平日・土日の家庭学習の時間は、全国・全道に比べて少なく、学力定着のためには改善していかなけ

ればならないポイントです。 

本校の結果についてお知らせします。 


